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0植物採集覚書(共十八) (奥山春季) Shunki OKUYAMA: Tentative 1ist 01' 

plants for collectors (18) 

近畿地方

O 伊吹山(滋賀，岐阜県境)

原標本植物 GeraniumReinii Franch. et Sav. [グンナイフウロ)Enum. P1. .Jap. 2: 

304 (1879). Spiraea nei勺 osaFranch. et Sav. [イブキシモツケ)1. c. 331. Gnaphaliu11Z 

pterocaulon Franch. et Sav. [ヤハズノリ、コ)1. c. 405. Mitella sかlosaBoiss. [テャル

メルヅウ) Bu11. Herb. Boiss. 5: 688 (1897). Ligusticum ibukiense Yabeセリモドキ

Rev. Umb. Jap: 68 (1902). Viola ibukiana Makinoヒメキクパスミレ植雑 19:106 

(1905). ~ρiraea japonica v'ar. ibukiensis Makinoヒメシモツケ1.c. 120 (1908). Eu-

phrasia Iinumae Takeda コゴメグサ KewBuiL (1912) 194. Geranium Krmneri var. 

Iinumai Nakaiフシダカアウロ植雑 26:261 (1912). Sasa Tsuboiana Makinoツボイ

ザザ，イブキザサ植雑 26:23 (1912). Gym71adenia ibukiensis Makinoイブキテドリ

草木図説 ed.3， 4: 1215， pl. 1104 (1913). Rubus edulis Koidz. ヤ プ ア ワ イ チ ゴ 植 雑

28: 283 (1914). Thymus Przewalsんが var.laxa Nakaiイプキジャコウソウ樹木誌

1 : 360 (1922). Poa ibukiana Koidz.イプキソモソモ植雑 37:52 (1923). Fraxinus 

longicuやisvar. latゲoliaNakaiイブキアオダモ植雑 41:.510 (1927). Pulsatilla ccr-

nua var. plena Mak.フキズメオキナグサ埴研 7:13 (1931). Cirsium ibukiense Nakai 

ミヤマコアザミ(イプキアザミ)植雑 46:623 (1932). Festuca tarvなおmavar. bre-

.viaristata Ohwiイブキトポシガラ植分 2:163 (1933). Sasa scytoPh:γlla Koidz. フ

シゲイプキザサ植分 3:26 (1934)・Aconitumcrassi戸sNakaiアシプトウズ植雑 49:

500 (1935). A. ibukiense NakaiイプキウズJ.c. : 502. A. chrysopilu11Z Nakaiイプキ

レイジンソウ1.c. : 579. Arabis ge1Junゲeravar.α争icolaHaraイプキハタザオ植研

12: 900 (1936). Cirsium Buergeri var. araneosum Kitam. Comp. Jap. 1: 95 (1937). 

Dianthus superbus var. longicalycina f. albifl orus Honda白在カワラナデシコ植雑

踏:140 (1938). Euphorbia pekinensis var. ibuluensis Hurusawaイプキタイゲキ植研

16: 639 (1940). Hosta ibukiensis Arakiイプキギボウシ植分 11:325 (1942). H. Taka-

hashii Arakiシテゾウギボウシ1.c. : 327. Corydalis lineariloba var. ova，liob似zga

Ohwi植分 11:263 (1942). Hosta crassifolia Arakiアツバギボウシ植分 12:118 

(1943). Veronica sibirica var. humilis Nakaiイプキク カ イ ソ ウ 植 研 19:7 (1934). 

T araxacum elatum var. ibukiense Kitam. イプキタンポポ Jap.Journ. Bot. 13-4: 

(1948). 

植物 〔羊〕エゾヒメクラマゴケ，スギラン，テャセンシダ，カミガモシダ，イチョ

ウシダ，テノfコワラビ，サトメシ夕、Jオオノfヒロ/，，'イヌワラビ，クモノスシダ，オオヒ
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メワラビ，オオヒメワラビモドキ，イワイタチシダ，イプキ、ン夕、j ヒメサジラン，ヒロ

ノトヤブソテツ， メヤブソテツ，カラクサシ夕、Jオシャグジデンダ，ツノレデンダ。 c;保〕

ネズ。(単〕ホガエリガヤ，タtツノヒゲ， ミテ、ンノちカリヤス，カリヤスモドキ，イプ

キヌカボ，ショウジョウスゲ〉アズマスゲ，オクノカンスゲ，ニシノホンモンジスゲ，

オオハンゲ，ザゼンヅウ，コパイモ， ヒメアマナ，キバナノアマナ，ザーザーユ九ホソパ

ノアマナ，ワニグチプウ，ヒメイズイ，オモト，マルパサンキライ，ノ、ナゼキショウ，

ナツズイセン，ナツエビネ，ツテアケビ，ムカゴソウ，サギソウ。(離〕ヨグソミネパ

リ，アサダj ブナ，ツクノぐネガシ，オヒョウ， ミヤマイラクサ，マツグミ，ウスパサイ

シン，ヤマトク守サ，カツラ，イチリンヅウ，サンリンソウ，セツブンソウフミスミソウタ

スハマヅウ，サパノオ，シギンカラマツ，キンノfイソウ，サンカヨウ，ハスノハカズララ

タムシノマ，カナクギノキ，ヤマブキソウ，スズシロソウ，エゾハタザオ，ヤマガラシ

(イプキガラシ)，キバナノハタザオ，ワサビ、，ギンバイヅウ，ウラジロウツギ，チャル

メルヅウ，ヤブサンザシ，ヤグルマソウ， 9ンボク，ジャケツイパラ，ユクノキ，キパ

ナノレン Pソウ，イタチササゲ，イブキノエンドウ，ヒナノキンテャク，ヒメフウロ，

ハクサンフウロ， ミツノfフウロ，ユズリノ、，ヤマアイ，コパンキ，フッキソウ，ソヨコ1

クロソヨゴ，フウリンウメモドキ，サワダツ，オオコマユミ，ヒトツノぐカエデ，コミネ

カエデ，メグスリノキ， トチノキ，イソノキ，イブキスミレ，スミレサイシン，オニシ

ノぐリ，マメグミ，イプキボウフウ， トウキ o C合〕オオイワカガミ，イワナ、ン，アカモ

ノ，バイカツツジ，ホンシャクナゲ，モチツツジ，サヲサドウダン，タンナサワフタギ，

ノ、シドイ，アケボノヅウ，テイカカズラ，クサタテノfナ，フナノfラヅウ，タチガシワ，

ノレリソウ，カリガネソウ，ジャコウソウ， ミカエリヅウ，クロパナヒキオコシ，マネキ

ク、、サ， レモンエゴマ，イガホオズキ，ノ、シリドコロ，オオパミゾホオズ、キ，ルリトラノ

オ， ヒヨクソウ，オオキヌタソウ，イワツクノぐ不ウツギ}オオヒョウタンボク，コウグ

イスカグラ，ハヤザキヒョウタンボク，ムシカリ，タニウツギ，カノコブウ，マツムシ

ソウ， ミヤマニガウリ， ヅノfナ，シデシャジン，ヤマヨモギ，ゴマナ， タイミンガサ，

マアザミ，オタフクアザミ，オタカラコウ，クルマバハグマ，ヒメヒゴタイ，キオン，

ヤマボクチ，カンサイタンポポ，セイタカタンポポ。

0 藤原岳(ヨ重，滋賀県境)

原標本植物 Mitellalei()petala Ohwi et Okuyama タキミチャノレメルソウ科博研報

33: 112 (1953). 

植物 〔羊〕ミズスギ，スギラン，イチョウシダ，イワヒメワラピ，イワヘゴ，オオ

バショリマ，オオパノノ、テジョウシダ，オオヒメワラビ，オオヒメワラビモドキ，オサ

シダ，オシダ，オシャグジデンダ，クモノスシダ，コタニワタリ，サイコクベニシタダ、栴、

ヒカゲゲ、ワラビピ、， ミヤコヤプソテツ， ミヤマイタチシ夕、J ミヤマノコギp、ンタ〉 ミヤマベ

ニシダ。(裸〕テャボガヤ。(単〕ノ、イチゴザサ，ムカコt';Jズリ， ミヤマジュズスゲ，
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アズマスゲ，ニシノホンモンジスゲ，オオハンゲ，ヒメニラ，キミカゲヅウ，カタクリ，

アワコノfイモ，キノfナノアマナ，キンコウカ，オオノぐオウセイ， ヒロハノアマナ，ヒナ

ノシャクジョウ，イワチドリ，ナツエビネ， トケンラン，ツテアケビ，ベニカヤラン，

ムカゴトンボ，ツレサギヅウ，クモラン，ヒトツボクロ，ヤマトキヅウ。(自由ミヤマ

イラクサ，ウスノぐサイシン，スエヒロアオイ，スズカカンアオイ， ヒメカンアオイ，フ

タバアオイ，ヤマトグPサ，ヤマグノレマ，フクジュソウ，イチリンソウ，キクザ、キイテリ

ンソウ，アズマイテゲ，キクノマオウレン，セりノJオウレン，ノfイカオウレン，セツプン

ソウ， ミスミソウ， トウゴクサノJノオ，ヤマシャクヤク，シギンカラマツ，ナンテン，

タムシノちヤマブキヅウ，スズシロソウ，ツルタガラシ，ュリワサビ，ワサビ，ウラジ

ロウツギ，ヤブサンザシ，ヤグノレマソウ，キンキマメザクラ，ヤマイバラ，イブキシモ

ツケ，イワシモツケ，ニワフジ，エピラフジ， ヒメフウロ，マノレミノウルシ，コノfンノ

キ，ツゲ，フウリンウメモドキ，カジカエデ、，メグスリノキ，コショウノキ，セリモド

キ，フキヤミツノ~o (~合〕ベニドウダン，シロヤシオ， ./~イカツツジ，ハシドイ，タカ

クマヒキオコ、ン，ジャコウソウ，マネキクマサ，ハシリドコロ，コゴメグρサ，ムラサキミ

ミカキグサ，レンプクソウ，オオカニコウモリ，オオオタカラコウ，サワギク，キクパ

ヤマボクテ。

0 高野山(和歌山県)

原標本植物 Chrysospleniumcalicitrapa Franch. (キシュウネコノメ JBull. Soc. 

Philom. Palis ser. 8， 2: 104 (1890). Brachj叫ytrumjaponicum Hack. コウヤザサ

植雑 11:444 (1897) (nom. nud.)=B. erectum var. japonicum Hack. in Bull. Herb. 

Boiss. 1899: 647. Calysteg;ia japonica var. albiflora Makino白花ヒルガオ植研 3:

1 (1926). Polygala Reinii var. angustifolia M_akinoナガパカキノノ、グサ1.c.: 18 

(1926). Elaeagnω Nωnajiriana Makino コウヤグミ 1. C.: 20 (1926). Asarum 

Koyanum Makino コウヤカンアオイ1.c. 7: 20 (1931). Isopyrum Numajirianum 

Makinoコウヤシロカネソウl.c.11 (1931). Sasamorpha gracilis Nakaiキシュウスズ

植雑 46:38 (1932). Meehanta montis-koyae Ohwiオ テフジ植分 2:107 (1933). 

Taraxacum Numajirii H. Koidz.コウヤタンポボ植研 9:364 (1933). Mazus Miquelii 

var. rotundifolius f. pictus Nakaiコウヤサギゴケ 植雑 48:，783(1934). • Chrysan-

themum Kuwashimae Kitamura ))ユウノウカンギク植研 11:168 (1935) _ Ar.undi-

naria Koboi N akaiコウボウザサ植研 11:806 (1935). A. koyana N akaiコウヤア

ズマザサ1.c. : 807 (1935). A. Yonosukei Nakai ヨウノスケザサ1.c. : 808 (1935). 

Sasa adstricta Koidz. ヒメヨウノスケザサ植分 5: 198 (1936). S. sacrosancta 

Koidz. ホヅノfヨウノスケザサ1.c. : 201 (1936). Clematis japonica var. obv<1llata 

Ohwi コウヤハンショウズル植分 7:46 (1938). Polystichum pseudo-Makinoi var. 

ambiguum Tagawa イ ノ デ モ ド キ 植 分 5:258 (1936). Styrax japonica var. 
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augustザ"oliaKoidz.ホソパエゴ、ノキ1.c. 10: 55 (1941). 

植物〔羊〕オオハナワラビ，アオホラゴケ，コウヤコケシノブ，キヨスミコケシノブ，

コガネシノブ，ホソノfコケシノブ，イヌテャセンシダ，クルマシダ，ホウピシダ，アオ

ガネシダ¥ ホソノfイヌワラビ， トガリノfイヌワラビ， ミヤマメシダ，タニイヌワラビ、，

ヤマイヌワラビ，クモノスシダ，ノ、コネシケテシダ，ウスヒメワラビ，イワヤシダ，ヒカ

ゲワラピ，オオヒメワラビ，クラガリシダ，オオクジャクシ夕、，マルパベニシダ， ミヤ

マクマワラビ，イワヒメワラビ，ヒメサジラン，イワヤナギシダ，イシカグマ，ヤノネ

シダ，コタニワタリ，カラクサシタコオシャグジデンダ，アオネカズラ， ミヤマノキシ

ノブ，ホテイシダ，アマクサシダ， ミドりカナワラピヲカタイノデ，シノブカグマ，シ

シラン， ナカミシシラン。(裸〕イチイ， ウラジロモミ， コウヤマキ， トガサワラ。

〔単〕ホガエリガヤ，ヒロハノハネガヤ，カタスゲ，ヒナスゲ，ヤマジスゲ，アオテンナ

ンショウ，ヒロノ、テンナン、ンョウ， ムロウマムシグサ， ナベワリ， ソク、ンンラン，シラ

イトソウ，キパナチゴユリ，ヒメアマナ，キパナノアマナ，シロパナショウジョウノマカ

マ，ザーザーュリ，ヒメユリ，マイズルソウ，ホソパノアマナ，キチジョウソウ，ヒメシャ

ガ，ムギ、ラン，コアツモリ，イチョウラン，セキコク，ツテアケビ，マツラン，オニノ

ヤガラ，ツリシュスラン，ムカゴソウ，ヒメノヤガラ，ダイサギソウ，セイタカスズム

シ，ヒメフタノfラン，フウラン，ヒナラン，サギ、ソウ， ヒトツボクロ， ショウキラン。

〔離〕 ノグルミ，サンショウソウ，ツチトリモテ，ハルトラノオ，ヤマトグサ，マルミ

ノヤマゴボウ，アオハコベ，カザグルマ，ノfイカオウレン，フクジュ Yウ，ミスミヅウ，

オオノfメギ，ノ、スノハカズラ，カゴノキ，ケクロモジ，カナクギノキ，チャルメルヅ

ウ，オオチャルメルソウ，ズイナ，ヤハズアジサイ，コウヤミズキ，ヤマザクラ，モメ

ンズル，ユクノキ， ミソナオシ，ナツフジ，キハタ¥カキノハグサ，ツゲ，ナナメノキ，

ネコノチチ，ヒナウテワカエデ，オオクマヤナギ，アマズル，ウラジロマタタピ，ヒコ

サンヒメシャラ，カツラギスミレ，エイザ、ンスミレ，、ンハイスミレ，イイギリ，クスド

イゲ，コショウノキ，イヌトウキ，ホソノfセントウソウ，ヒメノダケ. 心合〕ツクシシ

ャクナゲ、，コパノミツノJツツジ，ベニドウダン， クリンソウ，サクラソウ， クロノfイ，

ゴハクウンボク，イヌセンブリ，ムラサキセンブリ，ムラサキ，カリガネソウ， ミカエ

リソウ，マネキグサ，ヤマジヅ，アオホオズキ，ハシリドコロ，オオヒキヨモギ，ヒヨ

クソウ，ヤマウツボ，キヨスミウツボ，イワギリソウ，オギノツメ， ミヤマムグラ，オ

オキヌタソウ，イワツクノfネウツギ，ウス，)~ヒョウタンボク， ミヤマシグレ，ヤブウツ

ギ，ナベナ， ミヤマニガウリ，テイショウソウ，テパコモミジガサ，ヤマジノギク，ヨ

シノアザミ，マアザミ，スイラン，コウヤボウキ，ヒメヒコダイ， クシパタンポポ(コ

ウヤタンポボ).

0 那智山(和歌山県)

原標本植物 Torenia setulosa Maxim. (シソパウリクサ)Mel. Biol. 12: 500 (1887). 
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ilster ten71iρes Makinoクルマギク 植雑 12:64 (1898); Kitam. Comp. Jap. 1: 339 

(1937). Bunn21i.'zia crjlptoρetala Mak. シロシャクジョウl.c.27: 3 (1913). Carex 

multifolia var. g.:aberr:ma Ohwiケナシミヤマカンスゲ京大紀B.5-3: 265 (1930). 

Chionographis Koid:z:umiana Ohwiチャボシライトソウ植雑 44:565 (1930). Pholy-

stichum pseudo-atゴstatum Tagawa コノfノカナワラピ植分 1: 91 (1932). Care:r 

nachiana Ohwi キシュウナキリスゲ植分 2:104 (1933). Pteris natiensis Tagawa 

ヤワラハチジョウシダ植研 14:109 (1938). Hosta montana var. transiens F. Mae1王.

ウツリギボウシ Gen.Hosta: 363 (1940). Osmunda lancea var. lat争innulaTagawa 

オオパヤシャゼンマイ 植研 22:160 (1948). 

植物 マツパラン，ヒメハイホラゴケ，オオコケシノブ，オニコケシノブ，カラクサ

シダ，タキミシダ，アオガネシダ， トキワシダ，コウザキシダ，ヒノキシダ，クルマシ

タ三ハヤマシダ，ホウピシダ，ウラボシノコギリシダ，カツモウイノデ，スジヒトツノ九

イワヒトデ，タカノハウラボシ，シノフ，アミシダ，ヒカゲワラビ，ヒロハノコギ、リシ

グ，シロヤマシダ，コクモウクジャク，ミヤマノコギリシダ，イワヘゴ，ナチクジャク，

ホオノカワシダ，ナガパノイタチシダ， イブキシダ， ヒロハアツイタ，ユノミネシダ，

ツクシノキシノブ，ホングウシダ(ニセホングウシダ)，エダウテホングウシタ¥クジャ

クフモトシダ，フジシ夕、¥オオフジシダ，タカノハウラポシ，ハチジョウシダ，ナチシ

ダ，オオカナワラピ，オトコシダ，シシラン. (;裸〕ヒメコマツ，カヤ. (単〕ウエマ

ツソウ， モロゴシガヤ， イトスズ、メガ、ヤ，ケタガネソウ，マルパツユクサ，ナベワリ，

コオニユリ，オモト，ジョウロウホトトギス，チャボホトトギスp キンバイザサ，ハナ

ミョウガ，ヒナノシャクジヨウ，ナゴラン，マメズタヲン， ミヤマムギラン，ナツエピ

ネ，ムカゴトンボ，ナギラン，セキコク，オサラン，ツチアケビ，ツリシュスヲン，イ

ワチドリ，ダイサギソウ， ミズトンボ，ムヨウラン， コクラン，ボウラン， マツラン，

カシノキラン，カヤラン，コオロギラン. (離〕ツクパネガシ，イチイガシ，オオサン

ショウソウ，ヤマトキホゴリ，ヤマモガシ，オオノぐヤドリギ，アツミカンアオイ，ヤマ

グルマ，キイセンニンソウ，ノ¥スノハカズラ，コブ、ン， タムシバp ノfリノfリノキ，カゴ

ノキ，カナクギノキ，イヌガ、ン，フウロケマンP イシモチソウ，アワモリショウマ，ヤ

ノ、ズアジサイ，ズイナ，ヤシャピシャク，イスノキ，パクチノキ， リンボク，オオフユ

イテゴ，ホウロクイチゴ，シノfノ、ギ，ミヤマトベラ，ニワフジ，ヒガンハギ(ヤプハギ)，

コカラスザンショウ，コパンノキ，カンコノキ， ツゲモチ， タマミズキ， ナナメノキ，

ヅヨゴ，サワダツ，ムクロジ，ヤマピワ，ウドカズラ，コノfンモチ，ラセンヅウ，クス

ドイゲ，コショウノキ， ミヤマガンピ，コウヤグミ，カツラギグミ. (.合〕カイナンサ

ラサドウダン，ベニドウダン，ホンシャクナゲ，カラタチ_，r'>'ナ，オオマンリョウ， ミヤ

マコナスビ、，モロコシヅウ，ルリハコベ， トキワガキ，シロノ，，'/f ， ミミズノfイ，クロノぐ

イ，カンザブ戸ロウノキ，ホウライカズラ，アサマリンドウ，サカキカズラ，シタキヅ ，/， 
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ハマクサギ，タニジャコウソウョ ミカエリヅウ，アキチョウジ， タカクマヒキオコ、ン，

ヒメハッカ，オオヒキヨモギ，キヨスミウツボ，シシンラン(ナテブウ)， オギノツメ，

ザツマルリミノキ，、ンチョウゲ，ヒロハコンロンクヮ，イナモリヅウ，カギカズラ，モ

?ジカラスウリ，テイショウソウ，クサヤツデ，ョ、ンノアザミ，キクパヒヨドリ，ハシ

カイソウ，タイキンギク，クマノギク.(国立科学博物館)

0 ベζ パナボロギクの所属について(津山 伶) Takasi TUYAMA: Again 

011 'Erechtites 11'lissionum Malme' 

近着の KewBulletin no・3(1955)を見るとR.O. Belcher氏がアフ Pカ及びマダ

ガスカルK分布する Crassocφhalu仰のー積約最近極東に広く雑草化したととを報じ

ている。とれがIEK前報(本誌 30No. 4: 123""';126)したペニノサーボロギクであった。

小生はこれを Erechtitisの一種であるとのみ思い込んでいて，柱頭の形態を検査するこ

とを君、っていたのであった。付図でその柱頭とErechtitesのそれとを均較すると全く異っ

たもので，柱頭分校の先端の所謂 appendageがペニノマナボロギクでは長く伸びている

のに反して，ダンドボロギク在ど

Erechtitesでは極く短い。この部は

Belcher氏のいう工うに表皮性であ

って3中に柔組織を欠き，氏に工って

fused papiIlae といわれている部分

である。また開花直前に花柱が雄芯

の筒内を{申び上る時に花粉を掃き出

すといわれている毛束(collecting 

hairs)の形態はベニバナポロギクの

方が発達が悪い。 Erechtitesでは頭

:!Eの周辺に雌花，内部に同性7ちがあ

るが，Crassocephalumでは全部両性

花である。 Belcher氏に工ると Cras-

socephalumは Mqench(1794)によ

って設立されて以来，しばしば他罵

に合一され，特に Gynura(Cassini， 

1825) に合ーされることが多く，

Types of styles of three genera. 1， A， B. Gynura 
ja_ρonica. 1. style-armes X 5. A. collecting hairs 

of style-l1rm apex X20. B. collecting hairs of lower 

pmt X20. 2， C. Erechtites hieracifolia. 2. style咽

armes x20. C. upper portion of style-armes with 

collecting hairs and appendage (fused papillae) X 50. 

3， D， E， Crassoceρhalztm crejうidioides? 3. style-

armes XI0. D. subapical portion of style-armes 

with collecting hairs X 81). E. apical portion of 

style-arm巴swith coll巴ctinghairs and long apPen-

dage (fns巴dpapil1ae) X 81). 

Vienna会議以来 Gynuraが Crassocephalt仰に対して保留名と左ったために，その

taxonの独立性が認識されるととが少し僅かに S.Moore， Sprague， Muschler (Sene-

cioの亜属匂muropsisとして)などによって認められたに過ぎ在い。しかし初期に乙
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